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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略円錐コーン状の主反射鏡が設けられて、底開口部から主反射鏡内に略同心状態で挿入
されたランプの光を、主反射鏡で反射させて投光開口から略平行光として投光するととも
に、この主反射鏡の内部に、ランプの光の拡散を規制する円弧状若しくはリング状の複数
枚のルーバーが同心状に設けられたルーバー内蔵投光器において、
　前記主反射鏡の底開口部の内径よりも主反射鏡側寄りに、前記ルーバーが設けられると
ともに、前記主反射鏡の底開口部の内径よりもランプ側寄りに、ランプの光の一部を反射
させて投光開口から略平行光として投光可能な円弧状若しくはリング状の副反射鏡が設け
られ、
　前記複数枚のルーバーは、主反射鏡側の各端部の長さが上側に向かって階段状となるよ
うに短く形成されていることを特徴とするルーバー内蔵投光器。
【請求項２】
　前記副反射鏡は、側面視で湾曲されていることを特徴とする請求項１に記載のルーバー
内蔵投光器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ルーバー内蔵投光器に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、略円錐コーン状の主反射鏡が設けられて、底開口部から主反射鏡内に略同心状態
で挿入されたランプの光を、主反射鏡で反射させて投光開口から略平行光として投光する
とともに、この主反射鏡の内部に、ランプの光の拡散を規制する円弧状若しくはリング状
のルーバーが設けられたルーバー内蔵投光器がある（特許文献１参照）。
【０００３】
　前記主反射鏡は、ランプの光を反射させて投光開口から略平行光として投光することで
照明するようになる。
【特許文献１】実公平７－５１６８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ルーバーは、ランプの光の拡散を規制する、つまり、投光器の周囲に光
が漏れないように規制しているだけであって、ルーバーの反射光は照明に寄与しないので
、照明効率が悪いという問題があった。
【０００５】
　本発明は、前記問題を解消するためになされたもので、照明効率が向上するルーバー内
蔵投光器を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明は、略円錐コーン状の主反射鏡が設けられて、底開
口部から主反射鏡内に略同心状態で挿入されたランプの光を、主反射鏡で反射させて投光
開口から略平行光として投光するとともに、この主反射鏡の内部に、ランプの光の拡散を
規制する円弧状若しくはリング状のルーバーが設けられたルーバー内蔵投光器において、
前記主反射鏡の底開口部の内径よりも主反射鏡側寄りに、前記ルーバーが設けられるとと
もに、前記主反射鏡の底開口部の内径よりもランプ側寄りに、ランプの光の一部を反射さ
せて投光開口から略平行光として投光可能な円弧状若しくはリング状の副反射鏡が設けら
れ、前記複数枚のルーバーは、主反射鏡側の各端部の長さが上側に向かって階段状となる
ように短く形成されていることを特徴とするルーバー内蔵投光器を提供するものである。
【０００７】
　請求項２のように、前記副反射鏡は、側面視で湾曲されていることが好ましい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、主反射鏡の底開口部の内径よりも主反射鏡側寄り、つまり、主反射鏡
が機能する部位にはルーバーを設ける一方、主反射鏡の底開口部の内径よりもランプ側寄
り、つまり主反射鏡が機能しない部位には、ランプの光の一部を反射させて投光開口から
略平行光として投光可能な円弧状若しくはリング状の副反射鏡を設けることにより、副反
射鏡でランプの光の一部を反射させて投光開口から略平行光として投光できるようになる
ので、主反射鏡と相俟って照明効率が向上するようになる。また、本来はルーバーを設け
る位置に、ルーバーに代えて副反射鏡を設けることができるから、構造が簡単でコスト安
になる。
【０００９】
　請求項２によれば、副反射鏡がパラボラアンテナ状となり、集光性が良くなって、より
照明効率が向上するようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００１１】
　図１に示すように、ルーバー内蔵投光器１には、略円錐コーン状の主反射鏡２が設けら
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れて、この主反射鏡２の底開口部２ａには、ソケットカバー３が結合されている。ソケッ
トカバー３には、ルーバー内蔵投光器１を柱等の架台４に固定するためのブラケット５が
取付けられている。
【００１２】
　ソケットカバー３内には給電線６が連結されたソケット７が収納され、このソケット７
に、主反射鏡２の投光開口２ｂ側からランプ８の電極部をねじ込んで、ソケット７にラン
プ８を電気的に接続することにより、ランプ８は、底開口部２ａから主反射鏡２内に略同
心状態で挿入されることになる。
【００１３】
　そして、ランプ８の光は、主反射鏡２で反射されて投光開口２ｂから略平行光ａ～ｃ（
図２参照）として投光されるようになる。
【００１４】
　主反射鏡２の内部の上側には、ランプ８の光の拡散を規制する複数枚（本例では３枚）
円弧状のルーバー１０ａ～１０ｃと副反射鏡１１とが、ステー１２ａ～１２ｃで支持され
た状態で同心状に設けられている。このように、主反射鏡２の内部の上側にルーバー１０
ａ～１０ｃを設ければ、上方の漏れ光による周囲民家への光害が抑止される。
【００１５】
　ルーバー１０ａ～１０ｃと副反射鏡１１とは、開き角度θ１を１２０度に設定している
ことで円弧状となっており、この開き角度θ１は、９０～１８０度の範囲で設定すること
ができる。また、ルーバー１０ａ～１０ｃと副反射鏡１１とは、必ずしも円弧状である必
要は無く、開き角度θ１を３６０度に設定したリング状であっても良い。
【００１６】
　ルーバー１０ａ～１０ｃは、主反射鏡２の底開口部２ａの内径Ｄよりも主反射鏡側寄り
に所定の間隔を隔てて、前記略平行光ａ～ｃに平行となるように設けられている。複数枚
のルーバー１０ａ～１０ｃは、図２からも明らかなように、主反射鏡３側の各端部１０ａ
’，１０ｂ’，１０ｃ’の長さが、傾斜一点鎖線ｇで示されるように、上側に向かって階
段状となるように短く形成されている。
【００１７】
　また、副反射鏡１１は、主反射鏡２の底開口部２ａの内径Ｄよりもランプ側寄りに、最
内側のルーバー１０ｃと所定の間隔を隔てて、外向きとなるように設けられている。この
外向き角度θ２は、１０～２０度程度に設定されている。
【００１８】
　そして、ランプ８の光の一部は、副反射鏡１１で反射されて投光開口２ｂから略平行光
ｄ，ｅ（図２参照）として投光されるようになる。なお、投光開口２ｂからは、ランプ８
の光の直射光ｆも投光されるようになる。
【００１９】
　副反射鏡１１は、側面視で直線状であるが、図３に示すように、側面視でパラボラアン
テナ状に湾曲させることもできる。
【００２０】
　前記のようなルーバー内蔵投光器１であれば、主反射鏡２の底開口部２ａの内径Ｄより
も主反射鏡側寄り、つまり、主反射鏡２が機能する部位にはルーバー１０ａ～１０ｃを設
ける一方、主反射鏡２の底開口部２ａの内径Ｄよりもランプ側寄り、つまり主反射鏡２が
機能しない部位には、副反射鏡１１を設けることにより、副反射鏡１１でランプ８の光の
一部を反射させて投光開口２ｂから略平行光ｄ，ｅとして投光できるようになるので、主
反射鏡２と相俟って照明効率が向上するようになる。つまり、図２に示したθ３の範囲の
光は、副反射鏡１１が無ければ、略平行光ｄ，ｅとして投光されなかったものであり、そ
れが略平行光ｄ，ｅとして投光されることで、照明効率が向上するのである。
【００２１】
　また、本来はルーバーを設ける位置（本例ではルーバー１０ｃよりもさらに中心側の位
置）に、ルーバーに代えて副反射鏡１１を設けるだけであるから、コスト安になる。
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【００２２】
　さらに、副反射鏡１１を側面視で湾曲させれば、副反射鏡１１がパラボラアンテナ状と
なり、集光性が良くなって、より照明効率が向上するようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態のルーバー内蔵投光器であり、（ａ）は要部断面側面図、（ｂ
）は正面図である。
【図２】本発明の実施形態のルーバー内蔵投光器の光の方向を示す要部断面側面図である
。
【図３】副反射鏡の変形例の側面断面図である。
【符号の説明】
【００２４】
１　　ルーバー内蔵投光器
２　　主反射鏡
２ａ　底開口部
２ｂ　投光開口
８　　ランプ
１０ａ～１０ｃ　ルーバー
１１　副反射鏡
Ｄ　　内径
ａ～ｅ　平行光

【図１】 【図２】
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